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南丹・壺ノ谷窯址出土のミニチュア農具形須恵器

















刃を雛型として製作した遺物が出土した。この種の農具は着柄の角度が柄に対して、直角ないしそれに近い角度か柄と水平か いうことによって名称ないし種類が異なり、一般に前者はクワ、後者はスキと呼ばれるこ が多い。よって、刃先のみでは区別が難しいため、ここ はスキ・クワ先と呼んでおく。また、 やクワの漢字は、時代や地域または慣用的にも多様であるため、スキ クワ 表記を用いる。
　壺ノ谷一四号窯址から出土したスキ・クワ先形須恵器は長さ六・三センチメートル、幅五・五センチメート





























































のみならず、墓の造営に関する儀礼や壺・銭貨を伴う祭祀行為 も用いられていたことは研究史が述べるところであって、ここで再論するまでもない。このような古代における農工具に関連した祭祀遺物と て 本論では壺ノ谷一四号窯址で出土したＵ字形スキ先を模したミニチュア須恵器について資料紹介を行う によって再提示した。今後、類似の資料が注目され、窯業製品と ての祭祀用具 関す さらなる研究の質的な展開 いささかでも資するところがあれば、この小稿も鶏肋たりえよう。注
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写真1　壺ノ谷1（号窯址出土ミニチュアスキ・クワ先形須恵器
図1　壺ノ谷1（号窯址出土ミニチュアスキ・クワ先形須恵器
